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【担当者に聞きました】 
・人は誰にでも、「話しかけられるのがイ
ヤ」、「少しでも疎外されるとイヤ」、「イ
ヤと言えない」など、それぞれ苦手な
ことがあります。苦手なことを共有し
て配慮していくことが大切だと考えて
います。 

・会社では言い出しにくいこともありま

す。サポートいただいてきた方々とも
連絡を密にして、その人の状況に合わ
せた支援が大切だと思います。 

・障がいのある無しにかかわらず、同じ
フロアで和気あいあいと仕事ができる
会社であり続けたいと思います。 

 

    

【障がいのある方が従事している仕事】 
倉庫整理、荷開、商品引取、一般事務など 

障がいのある方の雇用に取組む 

「京都はあとふる企業」です

 

 

 

 

 

 

【障がい者雇用のきっかけ】 
 従業員数も増え、企業としての社会的
責任を果たすために始めました。障がい
者だけでなく、高齢者雇用にも積極的に
取り組んでいます。 
【工夫していること】 
・採用に当たっては、会社をより知って
いただくために、同職種で働く社員と
フリートークしていただき、その上で
面接に臨んでいただきます。 

・面接の際に「自分の苦手なことリスト」
を提出していただき、その点を配慮し
た職場環境の整備を考慮します。 

・勤務日数、勤務時間は本人の希望を最
優先しています。 

・継続雇用を重視し無理のない勤務から
スタートし、正社員雇用を目指します。 

・外部の就労支援機関とも連携し、働き
やすい環境を整えるように配慮してい
ます。 


